
表 1430　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析後体重(kg)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析後体重 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

20未満 41 41 2 43
（％） (100.0) (100.0)
20～ 47 3 50 1 5 56
（％） (94.0) (6.0) (100.0)
30～ 612 53 2 6 7 680 23 56 759
（％） (90.0) (7.8) (0.3) (0.9) (1.0) (100.0)
40～ 2,348 156 4 25 22 2,555 69 287 2,911
（％） (91.9) (6.1) (0.2) (1.0) (0.9) (100.0)
50～ 3,482 157 7 17 19 3,682 100 422 4,204
（％） (94.6) (4.3) (0.2) (0.5) (0.5) (100.0)
60～ 2,811 104 3 13 10 2,941 63 336 3,340
（％） (95.6) (3.5) (0.1) (0.4) (0.3) (100.0)
70～ 1,224 28 3 8 1,263 20 131 1,414
（％） (96.9) (2.2) (0.2) (0.6) (100.0)
80～ 457 8 1 1 467 7 51 525
（％） (97.9) (1.7) (0.2) (0.2) (100.0)
90～ 160 2 162 3 22 187
（％） (98.8) (1.2) (100.0)

100～ 26 26 1 5 32
（％） (100.0) (100.0)

110～ 12 1 13 1 3 17
（％） (92.3) (7.7) (100.0)

120～ 13 13 1 14
（％） (100.0) (100.0)
合計 11,233 512 16 65 67 11,893 289 1,320 13,502
（％） (94.5) (4.3) (0.1) (0.5) (0.6) (100.0)

記載なし 956 13 3 972 15 2,641 3,628
（％） (98.4) (1.3) (0.3) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 58.15 53.43 51.57 52.47 53.37 57.88 56.45 58.34 57.90

標準偏差 13.40 11.69 9.11 10.54 11.40 13.34 13.35 12.94 13.31

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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